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   令令和和８８年年度度  全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査  解解説説資資料料ににつついいてて 

    目目的的   

本資料は、令和８年度全国学力・学習状況調査の実施後、各教育委員会や学校が速やかに
児童生徒の学力や学習の状況、課題等を把握するとともに、それらを踏まえて調査対象学年
及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる
ように作成したものです。 

    特特徴徴   

 

「教科に関する調査」の各問題について、学習指導の改善・充実を図るための情報を

盛り込んでいます。 

「教科に関する調査」の各問題について、出題の趣旨、学習指導要領における領域・内
容、解答類型、正答や予想される解答の解説、学習指導の改善・充実を図るための情報等を
記述しています。 

 

全ての先生が、学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

本調査は、小学校においては第５学年まで、中学校においては第２学年までに、十分に身
に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので、調査の対
象学年だけではなく、全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが
できます。各問題の「学習指導要領における領域・内容」には、該当する学年を示していま
すので、学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 

 

調査実施後、すぐに活用できるように作成しています。 

調査結果が出る前の段階から、調査問題を日々の学習指導の改善・充実を図る際に役立て
ることができるように作成しています。 

※調査結果を公表する際、調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析、学習指導の改善・

充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。 

 

 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 

本調査では、児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように、設定
する条件等に即して解答を分類、整理した「解答類型」を設けています。 
 「解答類型について」で、つまずきの分析ができるように解答類型の説明をしています。
正誤だけではなく、一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して、学
習指導の改善・充実を図ることができます。 

 

関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 

関連する過去の調査の解説資料や報告書等の該当ページも記載しています。 
学習指導の改善・充実を図る際は、これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 
※過去の解説資料・報告書等は、国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

    本本資資料料のの活活用用にに当当たたっってて    

ⅠⅠ  調調査査問問題題作作成成にに当当たたっってて 

調査問題作成の基本理念、調査問題作成の枠組みについて解説しています。 

ⅡⅡ  調調査査問問題題一一覧覧表表 

問題の概要、出題の趣旨、関係する学習指導要領の領域等、評価の観点、問題形式を一覧

表にまとめています。 

  

－1－

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


 

ⅢⅢ  調調査査問問題題のの解解説説 

調査問題について、出題の趣旨、解説（学習指導要領における領域・内容、解答類型）等

を記述しています。（問題によっては、記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜解答類型＞  児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう

に、設定する条件等に即して解答を分類、整理したものです。解答例を
示すとともに、「解答類型について」の解説を加えていますので、児童
生徒一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した
学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
                      
＜類型番号＞ 類型１～38（最大） ･･･ 正答・予想される解答 

（複数の類型が正答となる問題もある） 

 類型 99 ･･･ 「上記以外の解答」 

（類型１～38 までに含まれない解答） 

 類型０ ･･･ 「無解答」（解答の記入のないもの） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 児童生徒一人一人の解答状況を把握するために 

※図はイメージです。

２．解説 

趣旨 
問題ごとの出題の意図、把握しよ 

 うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における領域・内容 
調査対象学年及び他の学年の児童 

生徒への学習指導の改善・充実を図 
る際に参考となるように、関係する 
学習指導要領における領域・内容を 
示しています。 

■評価の観点 
問題に関係する評価の観点を示し 

ています。 

解答類型（下欄の＊を参照） 
 児童生徒一人一人の解答状況を把 
握することができるように、問題に 
おける解答類型を示しています。 

１．出題の趣旨 
 問題ごとに出題の意図、把握しよ
うとする力、場面設定、本問を活用
した授業実践に向けたポイントなど
について記述しています。 

 
 
 
調査問題を掲載しています。 
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ⅣⅣ  解解答答用用紙紙（（  正正答答（（例例）））） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

ⅤⅤ  点点字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

点字問題の一部を、当該問題の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 

ⅥⅥ  拡拡大大文文字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

拡大文字問題の一部を、当該問題の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 

 

※本資料では、以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】解説資料」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査  報告書 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】報告書」 

 

 

※図はイメージです。

３．出典等 

  著作物からの出題の場合に、出典 

及び著作権者等について示していま 

 す。また、問題作成に当たって参考 

 としたものについても示しています。 

 

 

■解答類型について 
予想される解答から、身に付いて 

いる力や考えられるつまずき等を記 
述しています。 
 

（参考） 

  過去の関連する問題、解説資料、 

報告書等を記載しています。 

※平成 24 年度から令和２年度の調査問題

は、学習指導要領（平成 20 年告示）の目

標及び内容に基づき作成されています。 
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Ⅰ 小学校算数科の調査問題作成に当たって
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Ⅰ 小学校算数科の調査問題作成に当たって
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Ⅱ 調 査 問 題 一 覧 表

A B C C D

数

と

計

算

図

形

測

定

変

化

と

関

係

デ

ー

タ

の

活

用

(1) 一辺が８㎝の立方体の体積を求める式を書く
立方体の体積の計算による求め方
について理解しているかどうかを
みる

5(4)
ア(イ) 〇 〇

(2)
直方体の箱の形の六つの面のうち、四つの面
が示されたとき、残りの二つの面の縦と横の
長さを書く

直方体の箱の形を構成する面につ
いて理解しているかどうかをみる

2(1)
ア(ウ)
4(2)
ア(ア)

〇 〇

(3)
１㎤の立方体を36個使ってできた直方体の体

積を書く

体積の意味について理解している
かどうかをみる

5(4)
ア(ア) 〇 〇

(4)
四つの箱のまとめ方によって宅配便の送料に
違いがあるかを調べるために、直方体イの送
料の求め方とその答えを書く

日常生活の問題を解決するため
に、図形を構成する要素に着目し
て直方体の三つの辺の長さを捉
え、示された条件を基に、調べた
い数量の求め方を数や言葉を用い
て記述できるかどうかをみる

2(2)
ア(ア)

4(2)
ア(ア)
※

３(1)
ア(ア) 〇 〇

(1)
74291の百の位の数を四捨五入して、千の
位までの概数で表したものを選ぶ

数を四捨五入して、概数で表すこ
とができるかどうかをみる

4(2)
ア(イ) 〇 〇

(2)
イシガメ14匹が動物園全体のカメの数の
20％に当たるときの、動物園全体のカメの数
を求める式と答えを書く

百分率で表された割合と比較量か
ら、基準量を求めることができる
かどうかをみる

5(3)
ア(イ) 〇 〇

(3)
ペンギンがいる二つの広場の混み具合を求め
る式の意味について、正しいものを選ぶ

単位量当たりの大きさを求める除
法の式の意味を理解し、その商か
ら二つの広場のどちらの方が混ん
でいるのかについて判断できるか
どうかをみる

5(2)
イ(ア) 〇 〇

(4)
赤いテープの長さが、白いテープの長さの
1.5倍になっている図を二つ選ぶ

基準量、比較量、割合の関係が正
しく表されている図を選ぶことが
できるかどうかをみる

4(4)
ア(ア)

5(3)
ア(ア) 〇 〇

(1)
１、５、９の３枚のカードを当てはめてつく
ることのできる最も大きい数を書く

小数が整数と同じ十進位取り記数
法の仕組みで表されていることを
理解し、条件に合う小数をつくる
ことができるかどうかをみる

4(4)
ア(イ) 〇 〇

(2)
二つの小数のどちらが５に近いかを判断する
ために、6.37－５と５－3.76を計算する

整数と小数の減法の計算をするこ
とができるかどうかをみる

4(4)
ア(ウ) 〇 〇

(3)
７/３と７/４のどちらの方が大きいかを判断
し、そのわけを書く

異分母の分数の大小を判断し、そ
の理由を数や言葉を用いて記述で
きるかどうかをみる

4(5)
ア(ア)
イ(ア)
5(4)
ア(ア)
ア(エ)
イ(ア)

〇 〇

(4)
５/３を表す目盛りが示された数直線上で、１
を表す目盛りを選ぶ

単位分数の個数に着目し、数直線
上の１を表す目盛りを捉えること
ができるかどうかをみる

3(6)
ア(ア)
ア(イ)

〇 〇

(1)
全員分のアンケートが整理されていない学級
を見付け、その根拠となる人数を表１と表２
の中から書く

示された二つの表から、集計に誤
りのある項目を見付け、その根拠
を表の中の数と言葉を用いて記述
できるかどうかをみる

3(1)
ア(ア)
※

〇 〇

(2)
昔遊びの計画を見て、全体で使える時間の中
で、「前半」に使える時間は何分間かを書く

示された情報を基に、数量の関係
に着目して、条件に合う時間を求
めることができるかどうかをみる

2(2)
ア(ア)
3(4)
ア(ア)

3(2)
ア(イ) 〇 〇

(3)
二次元の表から、前半にあやとりに参加する
人数と、前半はかるたに参加し、後半はあや
とりに参加する人数を書く

二次元の表から、条件に合う数を
読み取ることができるかどうかを
みる

4(1)
ア(ア) 〇 ○

(4)
帯グラフから、「いっしょに話ができたこ
と」の割合が約何％かを選ぶ

帯グラフの特徴と用い方を理解
し、およその割合を読み取ること
ができるかどうかをみる

5(1)
ア(ア) 〇 〇

調査問題一覧表　【小学校算数】

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

2

4

※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

3

1

－8－



A B C C D

数

と

計

算

図

形

測

定

変

化

と

関

係

デ

ー

タ

の

活

用

(1) 一辺が８㎝の立方体の体積を求める式を書く
立方体の体積の計算による求め方
について理解しているかどうかを
みる

5(4)
ア(イ) 〇 〇

(2)
直方体の箱の形の六つの面のうち、四つの面
が示されたとき、残りの二つの面の縦と横の
長さを書く

直方体の箱の形を構成する面につ
いて理解しているかどうかをみる

2(1)
ア(ウ)
4(2)
ア(ア)

〇 〇

(3)
１㎤の立方体を36個使ってできた直方体の体

積を書く

体積の意味について理解している
かどうかをみる

5(4)
ア(ア) 〇 〇

(4)
四つの箱のまとめ方によって宅配便の送料に
違いがあるかを調べるために、直方体イの送
料の求め方とその答えを書く

日常生活の問題を解決するため
に、図形を構成する要素に着目し
て直方体の三つの辺の長さを捉
え、示された条件を基に、調べた
い数量の求め方を数や言葉を用い
て記述できるかどうかをみる

2(2)
ア(ア)

4(2)
ア(ア)
※

３(1)
ア(ア) 〇 〇

(1)
74291の百の位の数を四捨五入して、千の
位までの概数で表したものを選ぶ

数を四捨五入して、概数で表すこ
とができるかどうかをみる

4(2)
ア(イ) 〇 〇

(2)
イシガメ14匹が動物園全体のカメの数の
20％に当たるときの、動物園全体のカメの数
を求める式と答えを書く

百分率で表された割合と比較量か
ら、基準量を求めることができる
かどうかをみる

5(3)
ア(イ) 〇 〇

(3)
ペンギンがいる二つの広場の混み具合を求め
る式の意味について、正しいものを選ぶ

単位量当たりの大きさを求める除
法の式の意味を理解し、その商か
ら二つの広場のどちらの方が混ん
でいるのかについて判断できるか
どうかをみる

5(2)
イ(ア) 〇 〇

(4)
赤いテープの長さが、白いテープの長さの
1.5倍になっている図を二つ選ぶ

基準量、比較量、割合の関係が正
しく表されている図を選ぶことが
できるかどうかをみる

4(4)
ア(ア)

5(3)
ア(ア) 〇 〇

(1)
１、５、９の３枚のカードを当てはめてつく
ることのできる最も大きい数を書く

小数が整数と同じ十進位取り記数
法の仕組みで表されていることを
理解し、条件に合う小数をつくる
ことができるかどうかをみる

4(4)
ア(イ) 〇 〇

(2)
二つの小数のどちらが５に近いかを判断する
ために、6.37－５と５－3.76を計算する

整数と小数の減法の計算をするこ
とができるかどうかをみる

4(4)
ア(ウ) 〇 〇

(3)
７/３と７/４のどちらの方が大きいかを判断
し、そのわけを書く

異分母の分数の大小を判断し、そ
の理由を数や言葉を用いて記述で
きるかどうかをみる

4(5)
ア(ア)
イ(ア)
5(4)
ア(ア)
ア(エ)
イ(ア)

〇 〇

(4)
５/３を表す目盛りが示された数直線上で、１
を表す目盛りを選ぶ

単位分数の個数に着目し、数直線
上の１を表す目盛りを捉えること
ができるかどうかをみる

3(6)
ア(ア)
ア(イ)

〇 〇

(1)
全員分のアンケートが整理されていない学級
を見付け、その根拠となる人数を表１と表２
の中から書く

示された二つの表から、集計に誤
りのある項目を見付け、その根拠
を表の中の数と言葉を用いて記述
できるかどうかをみる

3(1)
ア(ア)
※

〇 〇

(2)
昔遊びの計画を見て、全体で使える時間の中
で、「前半」に使える時間は何分間かを書く

示された情報を基に、数量の関係
に着目して、条件に合う時間を求
めることができるかどうかをみる

2(2)
ア(ア)
3(4)
ア(ア)

3(2)
ア(イ) 〇 〇

(3)
二次元の表から、前半にあやとりに参加する
人数と、前半はかるたに参加し、後半はあや
とりに参加する人数を書く

二次元の表から、条件に合う数を
読み取ることができるかどうかを
みる

4(1)
ア(ア) 〇 ○

(4)
帯グラフから、「いっしょに話ができたこ
と」の割合が約何％かを選ぶ

帯グラフの特徴と用い方を理解
し、およその割合を読み取ること
ができるかどうかをみる

5(1)
ア(ア) 〇 〇

調査問題一覧表　【小学校算数】

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

2

4

※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

3

1
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨、解説、解答類型等）
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算数 １　図形を構成する要素に着目し、立体図形について考察すること 

（立方体・直方体） 
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１．出題の趣旨 

立体図形について、図形を構成する要素に着目し、図形の計量や図形の構成の仕方を考

 察できるかどうかをみる。

 ・立方体の体積の計算による求め方について理解していること。

 ・直方体の箱の形を構成する面について理解していること。

 ・体積の意味について理解していること。

・日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目し、示された条件を基に

筋道を立てて考えること。

図形の学習では、観察や構成などの活動を通して、図形を構成する要素に着目し、図形の計

 量や図形の構成の仕方について、筋道を立てて考察することが重要である。

そのために、例えば、六つの正方形や長方形で箱の形を構成できることを理解したり、図形

を構成する要素に着目し、それを活用して日常生活の問題を解決したりすることができるよう

にすることが大切である。また、立体の体積についてその単位や測定の意味を理解し、体積を

求めることができるようにすることも大切である。 

そこで、本問では、立方体や直方体について、体積を求めたり、図形の構成の仕方について

考えたりする文脈を設定した。また、お菓子の箱のまとめ方によって、宅配便の送料に違いが

あるのかを調べる文脈も設定した。 
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□本問に関わる単元づくりに向けて 

立体図形について、図形を構成する要素に着目し、根拠を基に筋道を立てて考えたり、統合

的・発展的に考えたりすることできるようにすることが大切である。例えば、図形の性質や構

成の仕方を考える際には、観察や構成などの活動を繰り返して図形の性質を見付けたり、図形

の性質を確かめたりすることができるようにすることが大切である。また、図形の計量の仕方

について考える際には、図形の性質を基に考えることができるようにすることが大切である。

さらに、面積や乗法と関連付けることで、図形の性質や構成の仕方、計量の仕方についての理

 解をより深めていくことができるようにすることも大切である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

                                                                             

乗法

体積の単位となる立方体（１cm3）や面積の単位となる
正方形（１cm2）が規則正しく並んでいることから、体積
や面積は乗法を用いて求めることができると考える。

長方形 正方形

直方体

【図形の計量の仕方】

計算による体積の求め方について、体積の意味や直方体
や立方体の性質を基に筋道を立てて考える。また、他の図
形も同じように計算で求めることができるかを発展的に考
えたり、面積と関連付けて統合的に考えたりする。

体積

直方体や立方体の性質につい
て、長方形や正方形と関連付けて
考える。

【図形の性質・図形の構成の仕方】

立方体

面積
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２．解説 

 

 設問(1)  

趣旨 

　立方体の体積の計算による求め方について理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容　 

〔第５学年〕　Ｂ　図形 

(4) 立体図形の体積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

 う指導する。

 ア　次のような知識及び技能を身に付けること。

(イ) 立方体及び直方体の体積の計算による求め方について理解すること。 

 

■評価の観点　            

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

１ (1) １ ８×８×８　と解答しているもの ◎

２ ８×８　と解答しているもの

３ ８×６　と解答しているもの

４ ８×３　又は　８＋８＋８　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

 

■解答類型について 

○　図形を構成する要素に着目し、立方体や直方体の体積が、縦、横、高さの長さを使って計

 算で求められることを理解できるようにすることが大切である。

　本設問では、立方体の体積の計算による求め方を理解しているかどうかを問うている。こ

こでは、立方体は、一辺の長さによって体積が決まることから、（一辺）×（一辺）×（一辺）

という公式で体積が求められることを理解していることが必要である。 

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、立方体の一辺が８㎝であることを基に、（立方体の体積）＝（一辺）

×（一辺）×（一辺）という公式を用いて体積を求める式を書くことができている。 

 

◆誤答 

 ○　【解答類型２】は、誤って正方形の面積の公式を用いていると考えられる。

 

 ○　【解答類型３】は、誤って一辺の長さに立方体の面の数をかけていると考えられる。

 

○　【解答類型４】は、三つの辺が関係していることは理解できているが、誤って一辺の長さ

に３をかけたり、一辺の長さを三つ足したりしていると考えられる。 
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（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

R６３(3)
 直径22cmのボールがぴったり入る箱の

36.9％ pp.21-30 pp.38-53
体積を求める式を書く

 

 設問(2)  

趣旨 

　直方体の箱の形を構成する面について理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第２学年〕　Ｂ　図形 

(1) 図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア　次のような知識及び技能を身に付けること。

(ウ) 正方形や長方形の面で構成される箱の形をしたものについて理解し、それらを

 構成したり分解したりすること。

〔第４学年〕　Ｂ　図形 

(2) 立体図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指

 導する。

 ア　次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア) 立方体、直方体について知ること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

１ (2) （注意） 

　縦の長さと横の長さの入替えは問わない。

縦の長さ 横の長さ

１
５　と解答

 12　と解答しているもの ◎

２   ８　と解答しているもの

３ ８　と解答 12　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　六つの正方形や長方形で箱の形を構成することができることを理解できるようにすること

 が大切である。

本設問では、直方体の箱の形を構成する面について理解しているかどうかを問うている。

ここでは、示された四つの長方形の辺の長さに着目して、残りの長方形を見いだすことが必

 要である。

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、示された四つの長方形の辺の長さを基に、残りの長方形の縦と横のそ

 れぞれの長さが５cm、12cmであることを見いだすことができている。

 

◆誤答 

○　【解答類型２】は、示された四つの長方形の辺の長さを基に、残りの長方形の縦と横のそ

 れぞれの長さが５cm、８cmと誤って解答している。

 

○　【解答類型３】は、示された四つの長方形の辺の長さを基に、残りの長方形の縦と横のそ

 れぞれの長さが８cm、12cmと誤って解答している。

 

（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H23A５(1) 直方体の面の大きさを選ぶ 実施せず pp.30-32 実施せず

H26A７
縦５㎝、横11㎝、高さ４㎝の直方体の

69.6％ pp.36-37 pp.48-49
面㋐になる四角形を選ぶ

 作成途中の直方体の展開図について、    

H27A６(1) 残りの一つの面の長方形の縦と横の辺 75.6％ pp.36-39 pp.50-54
の長さを書く　

 

 設問(3)  

趣旨 

　体積の意味について理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年〕　Ｂ　図形 

(4) 立体図形の体積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

 う指導する。

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 体積の単位（立方センチメートル(cm3）、立方メートル(ｍ3））について知ること。 

 

■評価の観点 

知識・技能 
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解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

１ (3) １ 36　 と解答しているもの ◎

２ 144　と解答しているもの

３ ９　 と解答しているもの

４ ４　 と解答しているもの

５ 36、144、４　以外で４の倍数を解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

 

■解答類型について 

○　立方体や直方体の体積は、長さや面積などと同様に単位の大きさを決めるとその幾つ分と

して数値化できることを理解できるようにすることが大切である。 

本設問では、体積の意味について理解しているかどうかを問うている。ここでは、直方体

の体積が、単位の大きさである１cm3の立方体の個数で数値化できることを理解しているこ

 とが必要である。

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、１cm3の立方体が36個あることを基に、直方体の体積が36cm3になるこ

 とを理解している。

 

◆誤答 

 ○　【解答類型２】は、36に高さの数である４をかけた答えを体積としていると考えられる。

 

 ○　【解答類型３】は、36を高さの数である４で割った答えを体積としていると考えられる。

 

 ○　【解答類型４】は、高さの数である４を解答していると考えられる。

                    

○　【解答類型５】は、36と高さの数である４を使った計算の答えを体積としていると考えら

 れる。

 

（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H26A５(2)
１cm3

の立方体を基に、示された直方体
81.3％ pp.30-33 pp.43-45

の体積を求める

R２１(3)
72000ｍ

2
は何の72000個分であるのかを

実施せず pp.12-23 実施せず
選ぶ
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※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

 設問(4)  

趣旨 

　日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目して直方体の三つの辺の

長さを捉え、示された条件を基に、調べたい数量の求め方を数や言葉を用いて記述できる

かどうかをみる。  

■学習指導要領における領域・内容※
 

〔第２学年〕　Ａ　数と計算 

(2) 加法及び減法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

 指導する。

　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) ２位数の加法及びその逆の減法の計算が、１位数などについての基本的な計算

を基にしてできることを理解し、それらの計算が確実にできること。また、それら

 の筆算の仕方について理解すること。

〔第３学年〕　Ｄ　データの活用 

(1) データの分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

 指導する。

　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 日時の観点や場所の観点などからデータを分類整理し、表に表したり読んだり

 すること。

〔第４学年〕　Ｂ　図形 

(2) 立体図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

 する。

　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 立方体、直方体について知ること。 

 

■評価の観点　 

思考・判断・表現 
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解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

１ (4) （正答の条件） 

次の①、②の全てを書き、送料を920（円）と書いている。 

①　直方体イの３辺のそれぞれの長さ（縦の長さ、横の長さ、高さ）を表す数や言葉 

②　直方体イの３辺の長さの合計を表す数や言葉

（正答例） 

・【求め方】　直方体イの３辺の長さは、それぞれ25㎝、10×２＝20で20㎝、

７×２＝14で14㎝です。３辺の長さの合計は、25＋20＋14＝59で、59cm 

です。59cmは60cm以下なので、送料は920円です。 

 【送料】　920（円）

求め方 送料

１ ①、②の全てを書いているもの    ◎

２ ①又は②を書いているもの  

３
図２の直方体の箱の３辺のそれぞれの

920（円）　と解答しているもの
 

長さや３辺の長さの合計を書いているもの  

４
類型１から類型３以外の解答 

無解答

５
①、②の全てを書いているもの  

①又は②を書いているもの  

６
 図２の直方体の箱の３辺のそれぞれの

920（円）　以外を解答しているもの
 

長さや３辺の長さの合計を書いているもの
無解答

 直方体アと直方体イは図２の直方体の

７ 箱がどちらも４箱であるため、送料が同

じであることを書いているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　問題解決に必要な直方体を構成する要素を見いだし、それを活用できるようにすることが

 大切である。

　本設問では、日常生活の問題を解決するために、図形を構成する要素に着目して直方体の

三つの辺の長さを捉え、示された条件を基に、調べたい数量の求め方を数や言葉を用いて記

述できるかどうかを問うている。（p.６参照）ここでは、図２の直方体を基にして、直方体

イの三つの辺のそれぞれの長さを見いだし、示された式に当てはめて計算した結果を基に、

表から送料を判断することが必要である。その際、直方体イの送料の求め方を記述する上で、

 正答の条件の二つの事柄を書くことが必要である。

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、直方体イの三つの辺のそれぞれの長さと三つの辺の長さの合計につい

て記述しており、示された表から送料を求めることができている。 

 

◆誤答 

〈正答条件①、②について少なくとも一つ記述しているもの〉 

○　【解答類型２】は、示された表から送料を求めることはできているが、直方体イの三つの

辺のそれぞれの長さと、三つの辺の長さの合計の、どちらか一方については記述することが

できていない。 

 

○　【解答類型５】は、求め方については【解答類型１、２】と同様であり、送料については、

表の読み取りを誤るなどしたと考えられ、920円以外の解答又は無解答である。 

 

〈正答条件①、②について記述できていないもの〉 

○　【解答類型３】は、誤って図２の直方体の三つの辺のそれぞれの長さや三つの辺の長さの

合計を記述しており、示された表から図２の直方体の送料を求めていると考えられる。 

 

○　【解答類型４】は、示された表から送料を求めることはできているが、求め方については、

【解答類型１～３】以外の解答又は無解答である。 

 

○　【解答類型６】は、誤って図２の直方体の三つの辺のそれぞれの長さや三つの辺の長さの

合計を記述しており、送料については、920円以外の解答又は無解答である。 

 

  ○　【解答類型７】は、直方体アと直方体イは図２の直方体の箱がどちらも四つであるため、

送料が同じであることを記述しており、送料については、920円以外の解答又は無解答である。 

 

（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H23B１(1)
直方体の箱の３辺の合計を求め、その

実施せず pp.46-50 実施せず
ときの荷物サイズを表から読み取る
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算数 ２　二つの数量の関係について考察すること（動物園） 
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１．出題の趣旨 

問題場面の数量の関係に着目し、二つの量の割合として捉えられる数量の関係について

考察できるかどうかをみる。 

・数を四捨五入して、概数で表すこと。 

・基準量、比較量、割合の関係を捉えること。 

・異種の二つの量の割合として捉えられる数量について、目的に応じて大きさを比べたり

表現したりする方法を考察すること。

日常生活の様々な問題場面において事象を数理的に捉え、数量の関係に着目し、基準量、比

較量、割合の関係や、異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係について考察するこ

とが重要である。 

そのために、例えば、図や式などを用いて基準量、比較量、割合の関係を読み取ったり、表

したりすることができるようにすることが大切である。また、異種の二つの量の関係どうしを

比べる場面で、得られた単位量当たりの大きさの大小から比べたい事柄について判断できるよ

うにすることも大切である。 

そこで、本問では、動物園全体のカメの数を、イシガメの数とその割合から求めたり、二つ

のペンギンの広場の混み具合について考察したり、動物園の入場者数をおよその数で表したり

する文脈を設定した。また、二つのテープの長さの関係を捉える問題を設定した。 

                          

□本問に関わる単元づくりに向けて 

二つの数量の関係について考察する際は、下のように、テープ図や数直線などの図に表すこ

 とで、数量の関係を捉えることができるようにすることが大切である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０

０

□ （匹）

（ｍ2）

□

１ 30

Ａ（10ｍ2で５匹）とＢ（15ｍ2で６匹）の広場の混み具合について、30ｍ2当たりの

数や１ｍ2当たりの数で比べる。

５

10

０

０

（匹）

（ｍ2）

□

１

□

3015

Ａ

Ｂ
６
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２．解説 

 

 設問(1)  

趣旨 

　数を四捨五入して、概数で表すことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容　 

〔第４学年〕　Ａ　数と計算 

(2) 概数に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(イ) 四捨五入について知ること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

２ (1) １ ア　と解答しているもの

２ イ　と解答しているもの ◎

３ ウ　と解答しているもの

４ エ　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　四捨五入を用いて概数で表すときは、ある単位未満のところを処理する場合に、その単位

の一つ下の位の数に着目し、どのように処理すればよいかを判断できるようにすることが大

切である。 

　本設問では、数を四捨五入して、概数で表すことができるかどうかを問うている。ここで

は、四捨五入して千の位までの概数で表すとき、百の位にある数を見て、５以上であれば切

り上げ、４以下であれば切り捨てになることを理解し、処理することが必要である。 

 

◆正答 

○　【解答類型２】は、74291について四捨五入して千の位までの概数で表すとき、百の位に

ある数を見て、「２」を切り捨てて、74000と表すことができている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型１】は、74291について四捨五入して千の位までの概数で表すとき、誤って千

の位にある数を見て、「４」を切り捨てて、70000と解答していると考えられる。 

 

○　【解答類型３】は、74291について四捨五入して千の位までの概数で表すとき、誤って十

の位にある数を見て、「９」を切り上げて、74300と解答していると考えられる。 

 

○　【解答類型４】は、74291について四捨五入して千の位までの概数で表すとき、百の位に

ある数を見ることはできているが、５以上であれば切り上げ、４以下であれば切り捨てにな

ることを理解しておらず、誤って「２」を切り上げて、75000と解答していると考えられる。 

 

（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

 
H21A２(3)

 74291を四捨五入して、千の位までの概
75.9％

 
pp.20-23

 
pp.222-227

  

 数で表したものを選ぶ  

 
H25A２   

 一万の位までの概数にしたときに、20000
60.4％

 
pp.22-23 pp.33-34

 

になる数を選ぶ
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 設問(2)  

趣旨 

　百分率で表された割合と比較量から、基準量を求めることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容　 

〔第５学年〕　Ｃ　変化と関係 

(3) 二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(イ) 百分率を用いた表し方を理解し、割合などを求めること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

２ (2) 式 答え

 
１

14÷0.2　と解答  
◎

□×0.2＝14　と解答  

２
14÷20×100　と解答  

◎
14÷２×10　と解答 70　と解答しているもの 

３ 14×５　と解答 ◎

４
類型１から類型３以外の解答 

無解答

５ 類型１から類型３の式を解答  

６ 14÷20　と解答  

７
14×0.2　と解答  

14×20　と解答 70　以外を解答しているもの 

８ 14×４　と解答 無解答 

９
0.8　又は　８　又は　80　を使った

式を解答

10 100を使った式を解答

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　問題場面から、基準量、比較量、割合の関係を捉えることができるようにすることが大切

である。 

　本設問では、百分率で表された割合と比較量から、基準量を求めることができるかどうか

を問うている。ここでは、下のように、動物園全体のカメの数（□）が基準量、イシガメの

数（14）が比較量であることを捉え、例えば、□×0.2＝14と立式し、□を求めるために、

14÷0.2を計算することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、20％が全体を１としたときの0.2に当たることと、比較量が14匹であ

ることから、14÷0.2又は□×0.2＝14と立式し、答えを求めることができている。 

 

○　【解答類型２】は、１％に当たる量を求めた上で100％に当たる量を求めることができる

ことから、14÷20×100と立式し、答えを求めることができている。又は、10％に当たる量

を求めた上で100％に当たる量を求めることができることから、14÷２×10と立式し、答え

を求めることができている。 

 

○　【解答類型３】は、20％に当たる量が14匹であることから、14×５と立式し、答えを求め

ることができている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型４】は、答えについては70と解答しているが、式については【解答類型１～３】

以外の解答又は無解答である。 

 

○　【解答類型５】は、基準量、比較量、割合の関係を捉え、基準量の求め方を式に表すこと

はできているが、答えについては70以外の解答又は無解答である。 

 

○　【解答類型６】は、（基準量）＝（比較量）÷（割合）の式を用いることは理解している

が、20％が全体を１としたときの0.2に当たることを捉えることができず、14÷20と立式し

ていると考えられる。 

 

○　【解答類型７】は、20％から14×20と立式していると考えられる。又は、20％を小数で表

すと0.2であることから、14×0.2と立式していると考えられる。 

 

○　【解答類型８】は、誤ってイシガメ以外のカメの数を求めていると考えられる。 

 

○　【解答類型９】は、100％と20％から100－20＝80と計算し、80を用いて立式していると考

えられる。又は、80％を小数や歩合で表すと0.8や８割であることから、0.8や８を用いて立

式していると考えられる。

０

０

□ （量）

（割合）

イシガメ 動物園全体のカメ

14

0.2 １
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○　【解答類型10】は、動物園全体のカメの数の割合が100％であることから、100を用いて立

式していると考えられる。 

 

（参考） 

○関連する問題 

    割合を求めているもの 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

 じゃがいも畑の面積40㎡が、学校の畑    

H22A９(1) の面積50㎡のどれだけの割合に当たる 57.8％ pp.46-49 pp.174-179
かを書く

H30A８
 200人のうち80人が小学生のとき、小学

53.1％ pp.37-38 pp.56-58
生の人数は全体の人数の何％かを選ぶ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    比較量を求めているもの 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

 
H20A９(2)

 620冊の本の40％の冊数を求める式と答
55.1％

 
pp.40-41

 
pp.205-207

 

 えを書く

R４２(2)
 果汁が40％含まれている飲み物の量が

64.8％ pp.22-31 pp.36-51
1000mLのときの、果汁の量を書く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年度【小学校】算数９(1)

令和４年度【小学校】算数２(2)

－28－



    基準量を求めているもの 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

  120cmの赤いテープの長さが白いテープ     

 H24A３(1) の長さの0.6倍に当たるとき、二つのテ 34.3％ pp.24-27 pp.186-193  

 ープの長さの関係を表している図を選ぶ  

  120cmの赤いテープの長さが白いテープ     

 H24A３(2) の長さの0.6倍に当たるとき、白いテー 41.3％ pp.24-27 pp.186-193  

 プの長さを求める式を書く

  犬を飼っている８人が学級全体の人数    

H24A８    の25％に当たるとき、学級全体の人数 58.7％ pp.44-46 pp.213-218 
を求める式と答えを書く

 20％増量した商品の内容量が480mLであ    

H27B２(2) るとき、増量前の内容量を求める式と 13.4％ pp.54-62 pp.68-75

 
答えを書く

 

 

 

 

平成24年度【小学校】算数Ａ８
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 設問(3)  

趣旨 

　単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から二つの広場のどち

らの方が混んでいるのかについて判断できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年〕　Ｃ　変化と関係 

(2) 異種の二つの量の割合として捉えられる数量に関わる数学的活動を通して、次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 

イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ア) 異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し、目的に応じて大き

さを比べたり表現したりする方法を考察し、それらを日常生活に生かすこと。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

２ (3) 記号（アまたはイ） 記号（ウまたはエ）

１
ア　と解答

 ウ　と解答しているもの ◎

２ エ　と解答しているもの

３
イ　と解答

 ウ　と解答しているもの

４ エ　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 異種の二つの量の関係どうしを比べる場面で、得られた単位量当たりの大きさからどちら

が速いのかや混んでいるのかなどを判断できるようにすることが大切である。

本設問では、単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から二つの

広場のどちらの方が混んでいるのかについて判断できるかどうかを問うている。ここでは、

示された除法の式が(ペンギンの数)÷(面積)であることを読み取り、商が１ｍ2当たりのペ

ンギンの数であることを捉え、その数が大きい方が混んでいると判断することが必要である。 

◆正答

○ 【解答類型１】は、示された式から商が１ｍ2当たりのペンギンの数であることを捉え、

商が大きいＡの広場の方が混んでいると判断することができている。

◆誤答

○ 【解答類型２】は、示された式から商が１ｍ2当たりのペンギンの数であることを捉える

ことはできているが、商が小さいＢの広場の方が混んでいると誤って判断していると考えら

れる。

○ 【解答類型３】は、示された式から商が１羽当たりの面積であると誤って捉え、１羽当た

りの面積を比べたときに商が大きいＡの広場の方が混んでいると誤って判断していると考え

られる。

○ 【解答類型４】は、示された式から商が１羽当たりの面積であると誤って捉えたため、商

が小さいＢの広場の方が混んでいると判断していると考えられる。

（参考） 

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

ＡとＢの２つのシートの混み具合を比

H25A４ べる式の意味について、正しいものを 50.2％ pp.26-27 pp.37-39 
選ぶ

H26A４(2)
８㎡に16人いるＡの部屋について、１

61.0％ pp.27-29 pp.39-42
㎡当たりの人数を求める式を書く

H28A４
８㎡に14人座っているシートについて、

72.2％ pp.30-32 pp.44-46
１㎡当たりの人数を求める式を書く

㋒と㋓の二つのシートの混み具合を比

H30A４(2) べる式の意味について、正しいものを 50.3％ pp.25-27 pp.37-43
選ぶ

R３１(3)
㋐と㋑の二つの速さを求める式の意味

56.0％ pp.12-25 pp.20-37
について、正しいものを選ぶ
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 設問(4)  

趣旨 

　基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第４学年〕　Ａ　数と計算 

(4) 小数とその計算に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを知ること。 

〔第５学年〕　Ｃ　変化と関係 

(3) 二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いる場

合があることを理解すること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

２ (4) １ ア、オ　と解答しているもの ◎

２ イ、エ　と解答しているもの

３ ウ、カ　と解答しているもの

４
ア、エ　と解答しているもの 

ア、カ　と解答しているもの

５
イ、オ　と解答しているもの 

ウ、オ　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

－32－



■解答類型について 

○　問題場面から、基準量、比較量、割合の関係を捉えることができるようにすることが大切

である。 

本設問では、基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶことができるか

どうかを問うている。ここでは、比較量である赤いテープの長さが、基準量である白いテー

プの長さの1.5倍であることから、例えば、基準量が目盛り二つ分のとき、比較量は

２×1.5＝３で目盛り三つ分、基準量が目盛り四つ分のとき、比較量は４×1.5＝６で目盛り

六つ分であることを捉えることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、基準量、比較量、割合の関係を捉えることができている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型２】は、基準量の1.5倍に当たる量を、下のように基準量より1.5目盛り分多い

量であると誤って捉えていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○　【解答類型３】は、基準量の1.5倍に当たる量を、下のように基準量と基準量の1.5倍を合

わせた量であると誤って捉えていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

○　【解答類型４、５】は、基準量、比較量、割合の関係を捉えることができておらず、一方

は、基準量の1.5倍に当たる量が正しく表されている図を選んでいるが、もう一方は選ぶこ

とができていないと考えられる。

基準量

比較量

基準量

比較量

1.5目盛り分

基準量

比較量
基準量の1.5倍
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（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

  ２分音符と付点２分音符の長さの関係     

 H23B２(2) を正しく表している図を選び、その図 実施せず pp.52-56 実施せず  

 が正しいわけを書く  

  120cmの赤いテープの長さが白いテープ     

 H24A３(1) の長さの0.6倍に当たるとき、二つのテ 34.3％ pp.24-27 pp.186-193  

 
 

ープの長さの関係を表している図を選ぶ  

 
H26B５(2)

使いやすい箸の長さの目安を基に、１
46.3％ pp.67-73 pp.82-89

 

あた半の長さを表している図を選ぶ

 「最小の満月の直径」の図に対して、「最    

H29B５(1) 大の満月の直径」の割合を正しく表し 65.2％ pp.78-87 pp.91-101
ている図を選ぶ

 50個の図に対して、40個を表している    

R２４(1) 図を選び、40個は50個の何％であるの 実施せず pp.46-57 実施せず

かを書く
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算数 ３　小数や分数の大きさについて考察すること（数字カード）

－35－
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１．出題の趣旨 

数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、小数や分数の数の大きさについて考

察できるかどうかをみる。 

・小数が十進位取り記数法で表されていることを理解していること。 

・整数と小数の減法の計算をすること。 

・分数の相等及び大小関係について考察し、表現すること。 

・分数の意味や表し方を理解していること。

数と計算の学習では、小数や分数の表し方について理解を深めるとともに、数の表し方の仕

組みや数を構成する単位に着目し、数の大きさについて考察することが重要である。 

そのために、例えば、小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理

解し、数を表したり大小を比較したり計算したりできるようにすることが大切である。また、

分数の意味や表し方について理解し、異分母の分数の大小関係について考察できるようにする

ことも大切である。 

そこで、本問では、数字カードを用いた遊びのルールを変えながら、「どちらの数の方が大

きいか」や「どちらの数の方が５に近いか」などについて考察する文脈を設定した。また、数

直線上に示された分数を基に、１を表す目盛りを選ぶ問題を設定した。 
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□本問に関わる単元づくりに向けて 

整数や小数、分数を関連付けて数の表し方の仕組みについて考えることができるようにする

ことが大切である。その際、整数や小数、分数は単位の幾つ分としてみることができることを

理解できるようにすることが大切である。また、整数や小数については、十進位取り記数法に

基づく数の表し方であることを統合的に理解できるようにしたり、分数については、整数の除

法の結果を分数で表すことができることや分数を小数で表すことができることなどを理解でき

るようにしたりすることが大切である。さらに、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着

 目して、計算の仕方や大小の比べ方を考えることができるようにすることも大切である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整数

【数の表し方】数の表し方の仕組みについて考える。

小数

位 百

百の位：100の３個分

376

位 百

3.76

一
１
10

１

．．
一

１
10

１
十 100 十 100

３ ７ ６ ３ ７ ６

一 の位：

十の位： 10の７個分 の位：
１
10

一の位： １の６個分 の位： 0.01の６個分
１
100

【計算の仕方】十進位取り記数法であることから、位をそろえて計算する。

５００

－３７６

１２４

５

－３.７６

１.２４

【大小の比べ方】数直線で分数の大きさを比べる。

０ １ １
３

０ １
４

１

の３個分

0.1 の７個分

１

分数

376
100

376
100 は

１
100 の376個分

376
100 ＝

＝376
100

376÷100

3.76
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２．解説 

 

 設問(1)  

趣旨 

　小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理解し、条件に合う

小数をつくることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第４学年〕　Ａ　数と計算 

(4) 小数とその計算に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(イ) 小数が整数と同じ仕組みで表されていることを知るとともに、数の相対的な大き

さについての理解を深めること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

３ (1) １ 9.51　と解答しているもの ◎

 9.15　と解答しているもの 

 5.91　と解答しているもの 

２ 5.19　と解答しているもの 

1.95　と解答しているもの 

1.59　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　小数の表し方について、小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていること

を理解し、数を表すことができるようにすることが大切である。 

本設問では、条件に合う小数をつくることができるかどうかを問うている。ここでは、小

数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理解し、与えられた三つの

数を大きい順に左の位から当てはめて、一番大きい数をつくることが必要である。 

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理

解し、条件に合う小数をつくることができている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型２】は、与えられた三つの数を使うことはできているが、条件に合う数をつく

ることができていない。 

 

（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

  １、３、５、７の４枚のカードを使っ     

 H23A２(3) てつくることのできる、5000に最も近 実施せず pp.20-23 実施せず  

い整数を書く  

H28A ３(2)
7.1、７、7.01の中で一番小さい数と、

74.2％
 

pp.26-29 pp.41-43
 

 
一番大きい数を書く  

H30A３　 
３桁の整数どうしの大きさを比べ、十

76.5％
 

pp.23-24 pp.35-36
の位に入る適切な数字を書く
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 設問(2)  

趣旨 

　整数と小数の減法の計算をすることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容　 

〔第４学年〕　Ａ　数と計算 

(4) 小数とその計算に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ウ) 小数の加法及び減法の計算ができること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

３ (2) ㋐ ㋑

１  1.24　と解答しているもの ◎

  1.34　と解答しているもの 

２  2.24　と解答しているもの 

 2.34　と解答しているもの

３
1.37　と解答

2.76　と解答しているもの

４ 3.71　と解答しているもの

５
12.4　と解答しているもの 

124　 と解答しているもの

６
類型１から類型５以外の解答 

無解答

７  1.24　と解答しているもの

  1.34　と解答しているもの 

８  2.24　と解答しているもの 

1.37　以外の解答 2.34　と解答しているもの

９ 無解答 2.76　と解答しているもの

10     3.71　と解答しているもの

11
12.4　と解答しているもの 

124 　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　小数の加法及び減法の計算は、整数と同じ原理、手順でできることを理解できるようにす

ることが大切である。 

　本設問では、整数と小数の減法の計算をすることができるかどうかを問うている。ここで

は、6.37－５（小数から整数を引く減法）と５－3.76（整数から小数を引く減法）の計算に

ついて、小数点をそろえて位ごとに計算したり、0.01の幾つ分とみて637－500や 500－376

の整数の減法に帰着して計算したりすることが必要である。 

 

◆正答 

〇　【解答類型１】は、㋐6.37－５と㋑５－3.76の計算をすることができている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型２】は、㋐6.37－５の計算をすることはできているが、㋑５－3.76について

は、繰り下がりの処理を誤って計算していると考えられる。 

 

○　【解答類型３】は、㋐6.37－５の計算をすることはできているが、㋑５－3.76について

は、下のように整数部分のみを計算していると考えられる。 

 

 

 

 

 

○　【解答類型４】は、㋐6.37－５の計算をすることはできているが、㋑５－3.76について

は、下のように末尾をそろえて計算していると考えられる。 

 

 

 

 

 

○　【解答類型５】は、㋐6.37－５の計算をすることはできているが、㋑５－3.76について

は、500－376＝124の計算を基にして、小数点の位置を誤って解答したり整数のまま解答し

たりしていると考えられる。 

 

○　【解答類型６】は、㋐6.37－５の計算をすることはできているが、㋑５－3.76について

は、【解答類型１～５】以外の解答又は無解答である。 

 

○　【解答類型７～11】は、㋐6.37－５については、1.37以外の解答であり、㋑５－3.76に

ついては、【解答類型１～５】と同様である。 

５

－ ３.７６

２.７６

３.７６

－

３.７１

５ － ３.７６

３.７１

５
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（参考） 

○関連する問題 

小数の加法 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

 H20A１(3) ６＋0.5を計算する 83.1％ pp.14-19 pp.177-183  

 H25A１(2) 0.75＋0.9を計算する 71.5％ pp.14-21 pp.24-32  

H28A２(2) 4.65＋0.3を計算する 77.3％ pp.20-25 pp.32-40
H29A２(2) 10.3＋４を計算する 79.9％ pp.19-26 pp.31-40

 

小数の減法 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

 H22A１(4) ８－0.5を計算する 83.4％ pp.12-17 pp.141-147  

 H24A１(3) 4.6－0.21を計算する 63.5％ pp.12-19 pp.172-182  

 H26A１(3) ９－0.8を計算する 83.9％ pp.14-21 pp.24-31  

H27A２(2) 6.79－0.8を計算する 69.7％ pp.19-24 pp.30-37
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 設問(3)  

趣旨 

　異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第４学年〕　Ａ　数と計算 

(5) 分数とその加法及び減法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 簡単な場合について、大きさの等しい分数があることを知ること。 

イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ア) 数を構成する単位に着目し、大きさの等しい分数を探したり、計算の仕方を考え

たりするとともに、それを日常生活に生かすこと。 

〔第５学年〕　Ａ　数と計算 

(4) 分数に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 整数及び小数を分数の形に直したり、分数を小数で表したりすること。 

(エ) 分数の相等及び大小について知り、大小を比べること。 

イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ア) 数を構成する単位に着目し、数の相等及び大小関係について考察すること。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

３ (3) （正答の条件）  

記号を ア と選び、次のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄについて、いずれかの方法で①、②の全て

を書いている。 

 

Ａ【通分を用いた大小比較】 

 Ａ①  と  が等しいことを表す数や言葉 ７
｜３

　｜
　 

 Ａ②  と  が等しいことを表す数や言葉 ７
｜４

　｜
　 

 

Ｂ【分数を小数で表した大小比較】 

 Ｂ①  と2.33…が等しいことを表す数や言葉 ７
｜３ 

 Ｂ②  と1.75が等しいことを表す数や言葉 ７
｜４ 

 

Ｃ【仮分数を帯分数で表した大小比較】 

 Ｃ①  と ２  が等しいことを表す数や言葉 ７
｜３

１｜
３ 

 Ｃ②  と １  が等しいことを表す数や言葉 ７
｜４

３｜
４ 

12
28

12
21
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Ｄ【分子が等しいことに着目した大小比較】 

                     Ｄ①  と  の分子が等しいことに着目していることを表す数や言葉 ７
｜３

７｜
４ 

 Ｄ②  と  の分母に着目して、分母が小さい方が数が大きいことを表す数や言葉 ７
｜
３

７｜
４

（正答例） 

 ・Ａ 

【記号】　ア 

 【わけ】　  と  を通分すると、  は  、  は  なので、  の方が ７
｜３

７｜
４

７
｜３

　｜
　

７
｜４

　｜
　

７｜
３ 

大きいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（解答類型１） 

 

・Ｂ 

【記号】　ア 

 【わけ】　  と  を小数で表すと、  は2.33…、  は1.75なので、  の方 ７
｜３

７｜
４

７
｜３

７｜
４

７
｜３ 

が大きいです。　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　（解答類型３） 

 

・Ｃ 

【記号】　ア 

 【わけ】　  と  を帯分数で表すと、  は ２  、  は １  なので、  ７
｜３

７｜
４

７
｜３

１
｜３

７｜
４

３
｜４

７
｜
３ 

の方が大きいです。 　　　　　　　　　　　　　　　　　（解答類型５） 

 

・Ｄ 

【記号】　ア 

 【わけ】　  と  の分子は７で等しいです。  と  の分母を比べると  ７
｜３

７｜
４

７｜
３

７
｜４

７
｜３ 

の分母の方が小さいです。分子が等しいとき、分母が小さい方が数が大き 

 いので、  の方が大きいです。                        （解答類型７） ７
｜３

記号 わけ

１  Ａ①、Ａ②の全てを書いているもの ◎

２
 Ａ①又はＡ②を書いているもの 

 通分について書いているもの

３  Ｂ①、Ｂ②の全てを書いているもの ◎

４
 Ｂ①又はＢ②を書いているもの 

 分数を小数で表すことについて書いているもの

５
ア　と解答

 Ｃ①、Ｃ②の全てを書いているもの ◎

６
 Ｃ①又はＣ②を書いているもの 

 仮分数を帯分数で表すことについて書いているもの

７  Ｄ①、Ｄ②の全てを書いているもの ◎

８
 Ｄ①又はＤ②を書いているもの 

 分子が等しいことや分母の大小関係について書いているもの

９
 類型１から類型８以外の解答 

無解答

10    通分について書いているもの

11    分数を小数で表すことについて書いているもの

12   イ　と解答 仮分数を帯分数で表すことについて書いているもの

12
28

12
21
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13
 分子が等しいとき、分母が大きい方が数が大きくなること

 について書いているもの

14
 類型10から類型13以外の解答 

無解答

15 ウ　と解答

99 上記以外の解答

０ 無解答

 

■解答類型について 

○　数を構成する単位に着目し、数の相等及び大小関係について考察できるようにすることが

大切である。 

本設問では、異分母の分数の大小を判断し、その理由を数や言葉を用いて記述できるかど 

 うかを問うている。（p.７参照）ここでは、以下のいずれかの方法で  と  の大小を判 
７
｜
３

７｜
４ 

断する必要がある。 

・通分を用いて数の大小を判断する。 

・分数を小数で表して数の大小を判断する。 

・仮分数を帯分数で表して数の大小を判断する。 

・分子が等しいことに着目して分母の大きさで数の大小を判断する。 

 その際、  の方が  より大きいと判断した理由を記述する上で、正答の条件の二つの 
７
｜３

７｜
４ 

事柄を書くことが必要である。 

 

○　記号について、アと解答することができている反応率（【解答類型１～９】）を明らかに

できるようにすることにも配慮して、解答類型を作成している。 

 

〈通分を用いた大小比較〉 

◆正答 

○　【解答類型１】は、  の方が大きいと判断できており、  は  と等しいことと、  
７
｜３

７｜
３

　｜
　

７
｜
４ 

 は  と等しいことを記述できている。 　｜
　 

 

◆誤答 

○　【解答類型２】は、  の方が大きいと判断できているが、  は  と等しいことと、 
７
｜３

７｜
３

　｜
　 

  は  と等しいことの、どちらか一方については記述できていない。又は、どちらも記 
７
｜４

　｜
　 

述しておらず、通分について記述している。具体的な例としては、以下のようなものが想

定される。 

 

 （例） 

 ・【記号】　ア 

  【わけ】　 

通分をするとどちらが大きいか分かります。

 

○　【解答類型10】は、誤って  の方が大きいと判断しており、通分について記述している。 
７
｜
４

12
28

12
21

12
28

12
21
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〈分数を小数で表した大小比較〉 

◆正答 

○　【解答類型３】は、  の方が大きいと判断できており、  と2.33…が等しいことと、 
７
｜
３

７
｜３ 

  と1.75が等しいことを記述できている。 
７
｜４ 

 

◆誤答 

 ○　【解答類型４】は、  の方が大きいと判断できているが、  と2.33…が等しいことと、 
７
｜
３

７｜
３ 

  と1.75が等しいことの、どちらか一方については記述できていない。又は、どちらも記 
７
｜４ 

述しておらず、分数を小数で表すことについて記述している。 

 

○　【解答類型11】は、誤って  の方が大きいと判断しており、分数を小数で表すことに 
７
｜
４ 

ついて記述している。 

 

〈仮分数を帯分数で表した大小比較〉 

◆正答 

○　【解答類型５】は、  の方が大きいと判断できており、  と ２  が等しいことと、 
７
｜３

７｜
３

１
｜３ 

  と １  が等しいことを記述できている。 
７
｜４

３
｜４ 

 

◆誤答 

○　【解答類型６】は、  の方が大きいと判断できているが、  と ２  が等しいことと、 
７
｜
３

７｜
３

１
｜３ 

  と １  が等しいことの、どちらか一方については記述できていない。又は、どちらも 
７
｜４

３
｜
４ 

記述しておらず、仮分数を帯分数で表すことについて記述している。 

 

○　【解答類型12】は、誤って  の方が大きいと判断しており、仮分数を帯分数で表すこ 
７
｜
４ 

とについて記述している。 

 

〈分子が等しいことに着目した大小比較〉 

◆正答 

○　【解答類型７】は、  の方が大きいと判断できており、  と  の分子が等しいこと  
７
｜３

７
｜３

７
｜
４ 

と、分母が小さい方が数が大きいことを記述できている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型８】は、  の方が大きいと判断できているが、  と  の分子が等しいこ 
７
｜３

７｜
３

７
｜４ 

とと、分母が小さい方が数が大きいことの、どちらか一方については記述できていない。

又は、どちらも記述しておらず、分子が等しいことや分母の大小関係について記述している。 

 

○　【解答類型13】は、誤って  の方が大きいと判断しており、分子が等しいとき、分母 
７
｜
４ 

が大きい方が数が大きいことについて記述している。 
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〈その他〉 

◆誤答 

 ○　【解答類型９】は、  の方が大きいと判断できているが、わけについては、【解答類型 
７
｜
３ 

１～８】以外の解答又は無解答である。 

 

○　【解答類型14】は、誤って  の方が大きいと判断しており、わけについては、【解答類 
７
｜
４ 

型10～13】以外の解答又は無解答である。 

 

○　【解答類型15】は、誤って  と  が等しいと判断している。 
７
｜
３

７
｜４ 

 

（参考） 

　○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書  

     
H19A３(2)

 0.5、　、　のうち最大の数を、数直線 
55.9％ pp.20-22 pp.138-140 

上に表す

       
H26A３

  示された分数の中から、　 より大きい
72.7％ pp.25-26 pp.37-38　                             

ものを選ぶ  

 

 

７
10

４
５

１
２
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 設問(4)  

趣旨 

　単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表す目盛りを捉えることができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第３学年〕　Ａ　数と計算 

(6) 分数とその表し方に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用いること

を知ること。また、分数の表し方について知ること。 

(イ) 分数が単位分数の幾つ分かで表すことができることを知ること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型 

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

３ (4) １ ア　と解答しているもの

２ イ　と解答しているもの

３ ウ　と解答しているもの ◎

４ エ　と解答しているもの

５ オ　と解答しているもの

６ カ　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　分数の意味や表し方を理解できるようにすることが大切である。 

本設問では、単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表す目盛りを捉えることができる 

 かどうかを問うている。ここでは、示された数直線は、０から  の間が５等分されている 
５
｜３ 

 ことから、目盛りの一つ分の大きさが  を表していることを見いだすことが必要である。
１
｜３           

 また、  の三つ分が１であることを理解していることが必要である。 
１｜
３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆正答 

○　【解答類型３】は、０から  の間が５等分されていることから、目盛りの一つ分の大きさ 
５｜
３ 

 が  を表していることを見いだし、３番目の目盛りが１であることを捉えることができて 
１｜
３ 

いる。 

 

◆誤答 

○　【解答類型１】は、誤って数直線上の１番目の目盛りを１と捉えていると考えられる。 

 

○　【解答類型２、４、５】は、目盛りの一つ分の大きさが  であることや、  の三つ分 
１｜
３

１
｜
３ 

が１であることを捉えることができていないと考えられる。 

 

○　【解答類型６】は、分数で表される数はいつでも１より小さい数であると誤って捉えてい

ると考えられる。 

 

（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

     H19A３(1) 　 を数直線上に表す 95.1％ pp.20-22 pp.138-140

R７３(3) 数直線上に示された数を分数で書く 35.4％ pp.35-46 pp.64-83

１

３
１

３
１

３
１

３
１

３
５０

７
10
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算数 ４ 　日常生活の問題を解決するために、表やグラフを読み取ること 

（交流会） 

－51－
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１．出題の趣旨 

日常生活の問題を解決するために、目的に応じて、表やグラフを読み取り、見いだした

ことを表現することができるかどうかをみる。 

・示された二つの表から、集計に誤りのある項目を見付け、その根拠を表現すること。 

・示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時間を求めること。 

・二次元の表から、条件に合う数を読み取ること。 

・帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその割合を読み取ること。

日常生活の事象について、目的に応じて必要なデータを収集し、表やグラフに表し、それら

を用いて問題を解決することが重要である。 

そのために、例えば、目的に応じて必要なデータを集めて分類整理し、表やグラフに表した

り、読み取ったりできるようにすることが大切である。また、表やグラフに表す際、資料に落

ちや重なりがないかを調べたり、集計に当たって誤りがないかを確かめたりできるようにする

ことも大切である。さらに、示された情報を基に、数量の関係に着目して、数理的に処理でき

るようにすることも大切である。 

そこで、本問では、交流会の計画を立てるために、アンケートによって得られたデータを分

類整理して表に表し、その表に誤りがないかを確かめる文脈を設定した。また、昔遊びについ

て、目的に応じて表やグラフから必要な数値を読み取ったり、前半の遊ぶ時間を求めたりする

文脈も設定した。 

 

□本問に関わる単元づくりに向けて 

データを収集、分類整理し、結果を表現する際、表については、令和７年度【小学校】算数

１(3)や令和５年度【小学校】算数４(4)のように、分類の仕方や表し方に様々な種類があるた

め、それぞれの特色について理解したり、目的に応じて用いたりすることができるようにする

ことが大切である。 

　　 

　

　

　

　

　

　

令和７年度【小学校】算数１(3) 令和５年度【小学校】算数４(4)
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※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

２．解説 

 

 設問(1)  

趣旨 

　示された二つの表から、集計に誤りのある項目を見付け、その根拠を表の中の数と言葉

を用いて記述できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容※　 

〔第３学年〕　Ｄ　データの活用 

(1) データの分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 日時の観点や場所の観点などからデータを分類整理し、表に表したり読んだりす

ること。 

 

■評価の観点　 

思考・判断・表現 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

４ (1) （正答の条件） 

 学級を２（組）と書き、次の①、②の全てを書いている。 

①　表１の２組の人数が30人であることを表す数と言葉 

②　表２の２組の合計の人数が27人であることを表す数と言葉

（正答例） 

・【学級】２（組）　 

【根拠】　表１の２組の人数の30と表２の２組の合計の人数の27を比べると、「全

員分のアンケートが整理されていない学級」は２組と分かります。

学級 根拠

１  ①、②の全てを書いているもの ◎

２  ①又は②を書いているもの

３
２（組）　と解答

 学年の合計の人数について書いているもの

４  表１と表２の人数の差の３について書いているもの

５
類型１から類型４以外の解答 

無解答

６
２（組）　以外の解答 ①、②の全てを書いているもの 

無解答 ①又は②を書いているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　資料を分類整理する際には、落ちや重なりがないか調べたり、集計に当たって誤りがない

か確かめたりするなど、誤りが起きにくいような方法を工夫できるようにすることが大切で

ある。 

本設問では、示された二つの表から、集計に誤りのある項目を見付け、その根拠を表の中

の数と言葉を用いて記述できるかどうかを問うている。（p.６参照）ここでは、合計欄の意

味を理解し、表１の各学級の人数と、表２の各学級の合計の人数が一致しているかを確かめ

ることが必要である。その際、集計に誤りのある学級が２組であることの根拠を記述する上

で、正答の条件の二つの事柄を書くことが必要である。 

 

○　集計に誤りのある学級について、２組と解答することができている反応率（【解答類型１

～５】）を明らかにできるようにすることにも配慮して、解答類型を作成している。 

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、集計に誤りのある学級については２組と解答できており、根拠につい

ても表１の２組の人数（30人）と、表２の２組の合計の人数（27人）を記述できている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型２】は、集計に誤りのある学級については２組と解答できているが、根拠につ

いては、表１の２組の人数（30人）と、表２の２組の合計の人数（27人）の、どちらか一方

を記述できていない。 

 

○　【解答類型３】は、集計に誤りのある学級については２組と解答できているが、根拠につ

いては、誤って学年の合計の人数（87人、84人）を記述している。 

 

○　【解答類型４】は、集計に誤りのある学級については２組と解答できているが、根拠につ

いては、表１と表２の人数の差（３人）のみを記述している。 

 

○  【解答類型５】は、集計に誤りのある学級については２組と解答できているが、根拠につ

いては、【解答類型１～４】以外の解答又は無解答である。 

 

○　【解答類型６】は、集計に誤りのある学級については誤って２組以外を解答しており、根

拠については、【解答類型１、２】と同様である。 
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 設問(2)  

趣旨 

　示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時間を求めることができるか

どうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容　 

〔第２学年〕　Ａ　数と計算 

(2) 加法及び減法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) ２位数の加法及びその逆の減法の計算が、１位数などについての基本的な計算を

基にしてできることを理解し、それらの計算が確実にできること。また、それらの

筆算の仕方について理解すること。 

〔第３学年〕　Ａ　数と計算 

(4) 除法に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 除法の意味について理解し、それが用いられる場合について知ること。また、余

りについて知ること。 

〔第３学年〕　Ｃ　測定 

(2) 時刻と時間に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(イ) 日常生活に必要な時刻や時間を求めること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

４ (2) １ 20　と解答しているもの ◎

２ 40　と解答しているもの

３ 30　と解答しているもの

４   25　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　示された情報を基に、数量の関係に着目して、数理的に処理できるようにすることが大切

である。 

本設問では、示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時間を求めること

ができるかどうかを問うている。ここでは、「全体で使える時間」から「準備」「休憩」「片

付け」を引いた時間が「前半と後半」の時間であることを捉え、「前半」と「後半」の時間

は同じであることから、「前半と後半」の時間を二等分することが必要である。 

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、示された情報を基に、「前半」の時間を求めることができている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型２】は、「前半」と「後半」の時間が同じであることから、「前半」の時間は

「前半と後半」の時間を二等分した時間であることを捉えることができていないと考えられる。 

 

○　【解答類型３】は、数量の関係を捉えることができず、「全体で使える時間」を二等分し

ていると考えられる。 

 

○　【解答類型４】は、数量の関係を捉えることができず、「全体で使える時間」から「休憩」

又は「準備と片付け」の時間を引いた時間を二等分していると考えられる。 

 

（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

 昨年の昼食時間を見直したときに、今    

H26Ｂ３(1) 年は準備の時間を何分間にすればよい 38.8％ pp.57-62 pp.70-76
かを書く

H30Ｂ２(1)
全体で使える時間の中で、「ルールの説

70.7％ pp.48-55 pp.68-75
明」に使える時間は何分かを書く
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 設問(3)  

趣旨 

　二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第４学年〕　Ⅾ　データの活用 

(1) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) データを二つの観点から分類整理する方法を知ること。 

 

■評価の観点 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

４ (3) ㋐ ㋑

１  ８　と解答しているもの ◎

２
13　と解答

 ９　と解答しているもの

３
類型１、類型２以外の解答 

無解答

４  ８　と解答しているもの

５
４　又は　９　と解答

９　と解答しているもの

６
類型４、類型５以外の解答 

無解答

７  ８　と解答しているもの

８
12　と解答

 ９　と解答しているもの

９
 類型７、類型８以外の解答 

無解答

10 類型１から類型９以外の解答 ８　と解答しているもの

11 無解答   ９　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　データを二つの観点から分類整理した二次元の表に表して、分析できるようにすることが

大切である。 

本設問では、二次元の表から、条件に合う数を読み取ることができるかどうかを問うてい

る。ここでは、示された二次元の表の二つの観点を捉え、各欄の意味を理解していることが

必要である。 

 

◆正答 

○　【解答類型１】は、二次元の表から㋐「前半にあやとりに参加する人数」と㋑「前半はか

るたに参加し、後半はあやとりに参加する人数」を読み取ることができている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型２】は、㋐に入る人数については、読み取ることができているが、㋑に入る人

数については、誤って前半と後半の項目を逆に読み、「前半はあやとりに参加し、後半はか

るたに参加する人数」を解答していると考えられる。 

 

○　【解答類型３】は、㋐に入る人数については、読み取ることができているが、㋑に入る人

数については、【解答類型１、２】以外の解答又は無解答である。 

 

○　【解答類型４～６】は、㋐に入る人数については、合計欄の意味を理解しておらず、「前

半と後半どちらもあやとりに参加する人数」又は「前半はあやとりに参加し、後半はかるた

に参加する人数」を解答していると考えられる。また、㋑に入る人数については、【解答類

型１～３】と同様である。 

 

○　【解答類型７～９】は、㋐に入る人数については、誤って前半と後半の項目を逆に読み、

「後半にあやとりに参加する人数」を解答していると考えられる。また、㋑に入る人数につ

いては、【解答類型１～３】と同様である。 

 

○　【解答類型10、11】は、㋐に入る人数については、【解答類型１～９】以外の解答又は無

解答であり、㋑に入る人数については、【解答類型１、２】と同様である。 

 

（参考） 

　○関連する問題 

 問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H21Ａ８ 表に当てはまる資料の個数を答える 69.0％ pp.42-44 pp.241-243

H22Ｂ３(3)
 二次元表の一部分の数を使ってかくこ

40.2％ pp.62-65 pp.194-201
とのできる円グラフを選ぶ

H29Ａ９(1)
 出席番号１番の人は二次元表のどこに

88.2％ pp.41-45 pp.55-59
入るかを選ぶ

H29Ａ９(2) 二次元表の合計欄に入る数を書く 63.1％ pp.41-45 pp.55-59

H29Ｂ４(1)
 示された式の中の数が表す意味を書き、

40.2％ pp.71-77 pp.84-90
その数が表のどこに入るかを選ぶ

R３３(3)
 「114」は二次元の表のどこに入るかを

67.7％ pp.36-47 pp.52-67
選ぶ

R５４(4)
 二次元の表から、読み取ったことの根

64.8％ pp.52-63 pp.78-96
拠となる数の組み合わせを選ぶ
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 設問(4)  

趣旨 

　帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその割合を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年〕　Ｄ　データの活用 

(1) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 円グラフや帯グラフの特徴とそれらの用い方を理解すること。 

 

■評価の観点　 

知識・技能 

 

解答類型

問題番号
 

解　　　答　　　類　　　型
 

正答
 

４ (4) １ ア　と解答しているもの

２ イ　と解答しているもの ◎

３ ウ　と解答しているもの

４ エ　と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について 

○　目的に応じて収集したデータを帯グラフに表し、データの特徴を捉えることができるよう

にすることが大切である。 

本設問では、帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその割合を読み取ることができるか

どうかを問うている。ここでは、帯グラフは帯状の長方形を割合に対応させて幾つかの長方

形に区切って表したものであることを理解し、目盛りを数えたり読んだりすることが必要で

ある。 

 

◆正答 

○　【解答類型２】は、「いっしょに話ができたこと」の始まりと終わりのそれぞれの目盛り

の値に着目し、約30％と捉えることができている。 

 

◆誤答 

○　【解答類型１】は、「いっしょに話ができたこと」には、10％ごとの目盛りが「50」と「60」 

の二つあることから、誤って約20％と解答していると考えられる。 

 

○　【解答類型３、４】は、各項目の割合が、帯を長方形に区切って表されていることを理解

しておらず、「いっしょに話ができたこと」の始まりの目盛りの値、又は終わりの目盛りの

値に着目し、誤って約40％、又は約70％と解答していると考えられる。  

 

（参考） 

　○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

 漁業に携わる人数のグループ別の割合    

H19Ｂ３(3) を表した帯グラフを見て、正しい記述 54.1％ pp.46-49 pp.162-165
を選ぶ

H20Ａ９(1)
 円グラフから「科学」の本の冊数の割

91.5％ pp.40-41 pp.205-207
合をよみとる

R６５(1)
 円グラフから、2023年の桜の開花日に

80.9％ pp.44-55 pp.73-86
ついて、４月の割合を読み取って書く
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )
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※ 各設問の正答の条件、他の解答例などについては、「Ⅲ 調査問題の解説」の「解答類型」
等に記載していますので、学習指導の改善等に当たってはそちらも御参照ください。

８×８×８

５ 12

36

920

イ

14÷0.2 70

ア

ア

ウ

オ

（例）

直方体イの３辺の長さは、それぞれ25cm、10×２＝20

で20cm、７×２＝14で14cmです。３辺の長さの合計は、

25＋20＋14＝59で、59cmです。59cmは60cm以下なので、

送料は920円です。
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※ 各設問の正答の条件、他の解答例などについては、「Ⅲ 調査問題の解説」の「解答類型」
等に記載していますので、学習指導の改善等に当たってはそちらも御参照ください。

９ ５ １

1.241.37

ア

ウ

２

（例）

表１の２組の人数の30と表２の２組の合計の人数の27

を比べると、「全員分のアンケートが整理されていな

い学級」は２組と分かります。

20

13 ８ イ

（例）

と を通分すると、 は 、 は

なので、 の方が大きいです。

７
３

７
４

７
３

28
12

21
12

７
４

７
３
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※ 各設問の正答の条件、他の解答例などについては、「Ⅲ 調査問題の解説」の「解答類型」
等に記載していますので、学習指導の改善等に当たってはそちらも御参照ください。

９ ５ １

1.241.37

ア

ウ

２

（例）

表１の２組の人数の30と表２の２組の合計の人数の27

を比べると、「全員分のアンケートが整理されていな

い学級」は２組と分かります。

20

13 ８ イ

（例）

と を通分すると、 は 、 は

なので、 の方が大きいです。

７
３

７
４

７
３

28
12

21
12

７
４

７
３

Ⅴ  点 字 問 題 （抜 粋） 
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点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学

習する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題

で問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し、問題の趣旨に沿った解答に臨

むことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文の記述及びレイアウト等について  

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えた

り、ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について  

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点

図（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について  

児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整等を行った問題については、p.69 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】 ４（２） 
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【点字問題】 ４ ２. 

本問では、主に次のような配慮を行った。 

○ 通常問題では、「時間の使い方について」を図で示しているが、点字問題では図を用

いず、文章によって時間の順序や条件を整理して示した。点字を使用して学習する児

童にとっては、図や枠の大きさ・位置関係を視覚的に捉えることができないため、通

常問題で用いる「時間の帯の図」から全体と部分の関係を一度に把握することが難し

い。そこで点字問題では、図を使わず、時間の順序や条件を文章によって段階的に示

すようにした。具体的には、「全体で使える時間」「準備の時間（最初）」「片付けの時

間（最後）」「途中の休けいの時間」という情報を、「全体 → 最初 → 最後 → 途中」

という流れで提示し、時間の構造を順序立てて理解できるようにした。 
  また、元の通常問題では「遊び方について」に関する情報が先に示されていたが、

点字問題では、問題解決に必須である「時間の使い方について」に関する情報を優先

的に配置し、読みながら必要な条件を整理できるようにした。このように、視覚的に

示されていた内容を、順序立てた文章へと置き換えることで、点字を使用して学習す

る児童が問題の構造を理解しやすくなるように工夫した。 
 
 
 
 

＜点字問題（墨点字版）＞      ＜点字問題（活字版）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

4_5 

4_6 
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＜点字問題において解答類型の変更、調整等を行った問題＞ 

【点字問題】 ２ ４． 

 

 

 
問題番号 解 答 類 型 正答 

２ 

 

４. １ ア、オ と解答しているもの ◎ 
２ イ、エ と解答しているもの  
３  ―（該当なし）  
４ ア、エ と解答しているもの  
５ イ、オ と解答しているもの 

ウ、オ と解答しているもの 
 

99 上記以外の解答  
０ 無解答  
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）

－70－



 拡大文字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、弱視児童生徒の見

え方に伴う負担等を軽減するため、通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大きさ

に拡大するとともに、以下のような配慮を行っている。 

（１） 原則として文字の大きさを 22 ポイントとし、UD デジタル教科書体とする。 

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。 

（３） 必要に応じて、拡大率やレイアウト等を変更する。 

 

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
 

【通常問題】 ４（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４（４）では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 
１） グラフを読み取りやすくするために、拡大して横置きにした。 

２） 目盛りを読み取りやすくするために、５％ごとの目盛りと 10％ごとの目盛りの長さを

調整して差を明確にした。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 ４（４）（実寸大サイズ） 
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【通常問題】 １（４）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １（４）では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 問題の内容を捉えやすくするために、各ページを分割し、文字や図を拡大した。 

２） 解答する際に図を見ながら考えることができるように、8 ページに示した表や 10 ペ

ージに示した図を 12 ページに再掲した。 
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【拡大文字問題（抜粋）】 １（４）  
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